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（1） 地域区分の設定方法について                                                   
 

 アップデート後、地域区分の異動履歴に「平成 30 年 4月１日」のデータが追加され、事業所マスタの事業所番号の頭２桁（都道府県番号）と 

住所から自動的に新しい地域区分が設定されます。 

 

 【注意】 

 

 

 

 

■手動による設定方法 

《メニュー》ヘッダメニュー->マスタ->自事業所／他事業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所欄が未入力または誤入力があった場合、正しく地域区分が設定されない可能性があります。（パッチ適用前に登録されていた地域区分がそのまま設定されます）誤りがあった

場合、返戻対象となりますので、必ず画面上で確認（特に自事業所分）して頂きますようお願い致します。 

ⅳ“はい”を押下します。 

ⅰ対象事業所を“編集”で開きます。 
ⅱ未入力の場合は、住所（市町村名）を入力します。 

ⅲ“地域区分適用地域に従って設定する”を押下します。 
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【補足】地域区分の一括設定について 
 
複数の事業所に対して一覧画面より一括して地域区分を設定することも可能です。 
 

《メニュー》ヘッダメニュー->マスタ->自事業所／他事業所 
① 事業者マスタ画面の左下にある“体制設備／地域区分一覧入力”を押下します。 

 
 
 
 

② 設定対象サービス事業所を選択し画面右側に表示された地域部分をダブルクリックし該当の級地の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画面下の“処理メニュー”より、地域区分を一括設定する方法もございます。 

ⅱ“処理メニュー”を押下し一括設定する級地を選択します。 

※住所に市町村名が正しく入力されている状態であれば 

 “地域区分適用地域に従って自動設定”を選択することで 

 市町村名より自動設定することも可能です。 

ⅰ同じ級地を設定する事業所にチェックします。 

ⅰ“地域区分”のタブを選択します。 

ⅲ該当の級地をダブルクリックします。 

ⅱ平成 30 年 4 月を選択します。 
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【参考】平成 30 年 4月から級地が変更となる地域 

 

No 地域名 変更前 変更後  No 地域名 変更前 変更後  No 地域名 変更前 変更後 

1 愛知県（刈谷市） ６級地 ５級地  23 神奈川県（海老名市） ６級地 ５級地  45 東京都（清瀬市） ５級地 ４級地 

2 愛知県（設楽町） その他 ７級地  24 神奈川県（逗子市） ５級地 ４級地  46 東京都（青梅市） ５級地 ３級地 

3 愛知県（長久手市） ７級地 ６級地  25 石川県（内灘町） その他 ７級地  47 東京都（町田市） ３級地 ２級地 

4 愛知県（東栄町） その他 ７級地  26 千葉県（印西市） ７級地 ５級地  48 徳島県（徳島市） その他 ７級地 

5 愛知県（東郷町） ７級地 ６級地  27 千葉県（我孫子市） ７級地 ６級地      

6 愛知県（日進市） ７級地 ６級地  28 千葉県（鎌ヶ谷市） ７級地 ６級地      

7 愛知県（豊根村） その他 ７級地  29 千葉県（市川市） ６級地 ５級地      

8 愛知県（豊田市） ６級地 ５級地  30 千葉県（習志野市） ５級地 ４級地      

9 愛知県（豊明市） ７級地 ６級地  31 千葉県（松戸市） ６級地 ５級地      

10 茨城県（水戸市） ６級地 ５級地  32 千葉県（成田市） ５級地 ４級地      

11 茨城県（日立市） ６級地 ５級地  33 千葉県（白井市） ７級地 ６級地      

12 茨木県（牛久市） ５級地 ４級地  34 千葉県（八千代市） ６級地 ５級地      

13 岐阜県（可児市） その他 ７級地  35 千葉県（富津市） その他 ７級地      

14 岐阜県（各務原市） その他 ７級地  36 千葉県（茂原市） ７級地 ６級地      

15 岐阜県（多治見市） その他 ７級地  37 千葉県（野田市） ７級地 ６級地      

16 広島県（府中市） ６級地 ５級地  38 千葉県（流山市） ７級地 ６級地      

17 埼玉県（さいたま市） ４級地 ３級地  39 大阪府（河南町） ７級地 ６級地      

18 埼玉県（ふじみ野市） ６級地 ５級地  40 大阪府（千早赤阪村） ７級地 ６級地      

19 埼玉県（朝霞市） ５級地 ４級地  41 大阪府（太子町） ７級地 ６級地      

20 三重県（菰野町） その他 ７級地  42 大阪府（岬町） ７級地 ６級地      

21 神奈川県（愛川町） ６級地 ５級地  43 東京都（国立市） ４級地 ３級地      

22 神奈川県（綾瀬市） ６級地 ５級地  44 東京都（三鷹市） ５級地 ３級地      
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（2）体制設備の設定方法について                                                   
 

アップデート後、サービス事業の異動履歴に、「平成 30 年 4月 1日」のデータが自動的に追加されます。 

今回新たに追加された体制設備等の設定を必要に応じて行って下さい。なお、一部の体制設備は自動的に移行されております。 

 

 【注意】 

 

 

 

《メニュー》ヘッダメニュー->マスタ->自事業所／他事業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ⅰ対象事業所を“編集”で開きます。 

ⅱ対象サービスを“編集”で開きます。 

アップデート時に、既に「平成 30 年 4 月 1 日」の異動履歴が登録されていた場合でも問題なく移行は行われます。 

ただし、平成 30 年 4 月 2 日以降の履歴が設定されていた場合は、「平成 30 年 4 月 1 日」の異動履歴の追加および移行は行われませんので、ご注意ください。 

“平 30.04.01”の履歴が追加されています。 

ⅲ必要に応じて体制設備を設定します。 

※新規に追加されたものは未設定の“！”が 

表示されます。 

移行対象の体制設備には、

“！”が表示されませんので、

ご注意ください。 
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 【補足】体制設備の一括設定について 

 
複数の事業所に対してサービス種類別に一覧画面より一括して体制設備を入力することも可能です。 

 
《メニュー》ヘッダメニュー->マスタ->自事業所／他事業所 
 

① 事業者マスタ画面の左下にある“体制設備／地域区分一覧入力”を押下します。 

 

 

 

 

② サービス種類を選択後、画面左側の体制設備を選択し画面右側に表示された事業所に対して 

ダブルクリックで体制設備の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

※画面下の“処理メニュー”より、加減算項目を一括設定する方法もございます。 

 

 

ⅰ“体制設備”のタブを選択します。 

ⅳ設定する体制設備をダブルクリックで

選択します。（緑矢印が表示） 

ⅴ変更する項目をダブルクリックで選択します。 

※新規に追加されたものは、未設定の“！”が 

表示されます。 

ⅲ対象のサービス種類を選択します。 

ⅱ平成 30 年 04 月を選択します。 

ⅱ“処理メニュー”を押下し一括設定する 

表示された内容をクリックします。 

ⅰ同じ内容を設定するサービス事業に 

チェックを行います。 
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（3）施設等区分の登録について                                                    
 

「施設等区分」が変更となった場合は、サービス種類を新たに追加して頂きますようお願い致します。 
 
 【注意】 
 
 
 

 
《メニュー》ヘッダメニュー->マスタ->自事業所／他事業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

ⅰ対象事業所を“編集”で開きます。 

ⅳ変更後の施設等区分を設定してください。 
ⅱ“新規”で開きます。 

既存のサービス事業の“施設等区分”を

“変更する”ボタンより上書きしてしまうと、 

過去のデータの単位数算定に問題がおき

ますので、ご注意ください。 

ⅲ既存の事業名と区別ができるように、名称を

変更します。（既存の事業名に“旧”を付ける等

でも、問題ありません。） 

サービス利用票等を作成する目的で“他事業所として登録する場合は、下記の手順で問題ありませんが、自事業所としてサービス提供を行っている場合は、運用マス

タの変更が必要となりますので、弊社ヘルプデスクまでご連絡頂きますようお願い致します。 
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（4）請求情報の登録について                                                     
 

請求情報で登録できる加減算項目が追加されております。必要に応じて設定して頂きますようお願い致します。追加された項目については、 
別紙“サービス種類別改定対応一覧”をご覧ください。 

 
《メニュー》  利用者情報->異動情報 
 

① 異動情報で利用者を選択し“請求情報”を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 請求情報画面で“新規”を押下します。 

 

 

③ 請求情報の設定画面より、該当する加減算項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ“請求情報”を押下します。 

ⅰ利用者を選択します。 

“新規”を押下します。 

ⅰサービス種類およびサービス事業を選択します。 

ⅳ基本的に変更する必要はありません。 

ⅴ算定期間を選択します。 

ⅲ算定項目を選択します。 

※選択できる項目は、別紙の“ｻｰﾋﾞｽ種類

別改定対応一覧”をご参照ください。 

ⅱ平成 30 年 4 月 1 日以降を選択します。 

週間スケジュールや月間スケジュー

ルに配置されている「請求情報」メニ

ューからも同様の設定が行えます。 
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（5）週間および月間スケジュールの作成について                                            
 
【居宅介護支援、地域包括支援センター、小規模多機能型居宅介護の場合】 
 

■週間サービス計画表について 

改定で追加される加減算項目やサービスの提供時間に変更がある場合は、“複写または新規”で週間サービス計画表を新たに作成して頂きますようお願い致します。 
 
《メニュー》運用業務->ケアマネジメントメニュー->週間スケジュール 

 

① 週間サービス計画の履歴を選択し“新規または複写”を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② “選択”を押下します。 

 

 

 

 

 

 

“新規または複写“を押下しま

“選択“を押下します。 
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③ <算定基準日>を“平成 30 年 4 月 1日”以降に設定し、必要に応じて週間サービス計画表の 

作成を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<算定基準日>を設定すると、平成 30 年 4 月以降

の加減算項目が表示されます。 

<算定基準日>を平成 30 年 4 月 1 日以降

に設定して下さい。 
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■ 既に平成３０年４月以降の月間スケジュールを作成している場合 

 

アップデート前に平成 30 年 4月以降の月間スケジュールを作成している場合は、直接月間スケジュールを修正するか、アップデート後に新しく作成した 

週間サービス計画表を月間スケジュールに展開してください。なお、平成 30 年 3月で終了となる加減算項目は自動的に削除されています。 

  

《メニュー》運用業務->月間スケジュール->月間スケジュール（NEW） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法② 

月間スケジュールを直接手修正する。 

方法① 

アップデート後に新たに作成した 

週間スケジュールを展開する。 
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【自事業所が訪問介護系サービスの場合】 
 

■週間サービス計画表について 
 
改定で追加される加減算項目やサービスの提供時間に変更がある場合は、“複写または新規”で 

週間サービス計画表を新たに作成して頂きますようお願い致します。 
 
《メニュー》運用業務->ケアマネジメントメニュー->週間スケジュール 
 
① 週間サービス計画表の履歴を選択し“新規または複写”を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 算定基準日を平成 30 年 4月 1日以降に設定し、必要に応じて設定を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

算定基準日を“平成 30 年 4 月 1 日”以降に 

設定します。 

“新規または複写“を押下します。 

算定基準日は、既存のデータを“編集”

で開いても変更することができません。

“新規または複写”で、新たに作成して

頂きますようお願い致します。 
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■ 既に平成３０年４月以降の利用者（月間）スケジュールを作成している場合 

 
アップデート前に平成 30 年 4 月以降の利用者スケジュールを作成している場合は、直接利用者スケジュールを修正するか、アップデート後に新しく作成した週間
サービス計画表を利用者スケジュールに展開してください。なお、平成 30 年 3月で終了となる加減算項目は自動的に削除されています。 
※自事業所に居宅介護支援がある場合は、改定内容を反映した予定を取込む運用でも問題ありません。 

  
《メニュー》運用業務->ケアマネジメントメニュー->利用者スケジュール 
 
【利用者スケジュール画面】 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法② 

月間スケジュールを直接手修正する。 

方法① 

・アップデート後に新しく作成した週間サービス計画表から作成（展開）する。 

・自事業所の居宅介護支援から改定内容を反映した予定を取込む。 

 

※本作業を行うと入力済みの“実績”が削除されますのでご注意下さい。 
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【自事業所が通所介護系サービスの場合】 
 

■週間サービス計画表（異動情報）について 
 
改定で追加される加減算項目や提供時間に変更がある場合は、“週間スケジュール変更”の 

異動履歴を「平成 30 年 4月 1日」で追加して頂きますようお願い致します。 
 
《メニュー》利用者情報->異動情報 
 
① 画面下の“新規”を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 異動日を“平成 30 年 4月 1日”に設定し、異動区分で“週間スケジュール変更”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“新規“を押下します。 

ⅰ異動日に“平成 30 年 4 月 1 日”を設定します。 

ⅱ“週間スケジュール変更”を 

選択します。 

[注意]  

既に平成 30 年 4月以降の履歴（欠席情報等）が追加されて

いる場合は、大変申し訳ございませんが、該当の履歴を削除

してから“週間スケジュール変更”の履歴を追加して頂きま

すようお願い致します。 

 

ⅲ算定基準日に“平成 30 年 4 月 1 日” 

以降を設定し「更新」を押下します。 
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③ 変更を行う週間スケジュールを選択し、“編集”を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 提供時間および加減算項目等を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ変更するスケジュールを選択します。 

ⅱ編集を押下します。 

ⅰ提供時間および加減算項目にチェックします。 

ⅱ設定を押下します。 

※週間パターンに登録されている曜日が複数ある場合は、すべての曜日で③④の操作を行ってください。 
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（6）計画費加減算（居宅介護支援事業所用）の設定方法について                                     
 

 様式７（計画費の請求）で算定する加減算項目が、一部変更となっております。必要に応じて設定を行って下さい。 

 

 【変更内容】 

No 名称 区分 

1 ターミナルケアマネジメント加算
 追加 

2 退院・退所加算（Ⅰ）イ 

3 退院・退所加算（Ⅰ）ロ 

4 退院・退所加算（Ⅱ）イ 

 退院・退所加算（Ⅱ）ロ 

5 退院・退所加算（Ⅲ） 

6 退院・退所加算（１回目） 廃止 

7 退院・退所加算（２回目） 

8 退院・退所加算（３回目） 

 

 

《メニュー》運用業務->ケアマネジメントメニュー->月間スケジュール（NEW） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択できる加減算項目が変更となっております。 
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（7）月間算定実績の設定について                                                   
 

サービス実績で登録できる加減算項目が追加されております。必要に応じて設定して頂きますようお願い致します。追加された項目については、別紙“サービス種類
別改定対応一覧”をご覧ください。 
 
《メニュー》請求->サービス実績 
 
■月間算定実績の取り込み 

 
必要に応じて請求情報を登録後、“異動情報／食事オーダーから作成”を押下して再取り込みを行って下さい。 
 ※請求情報の登録方法は“（４）請求情報の設定方法について”をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“異動情報／食事オーダーから

作成“を押下します。 
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【施設サービスで療養食加算を算定している場合】 
 

食事の実績管理に応じて入力方法が異なります。 
  

■食事実績を手入力している場合 
 
療養食加算は朝、昼、夕の時間帯の算定に変更されていますので、それぞれの項目で変更していただきますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 3 月以前 

 

ⅰ変更する項目をダブルクリック

で選択します。 

ダブルクリックした項目がクリア

されます。 
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■食事実績を食事オーダーから作成している場合 

 
食事実績を食事オーダーから作成している場合は、別途設定が必要になります。設定方法は、別紙“【補足資料③】”をご覧ください。 

 
《メニュー》請求->サービス実績 
 
 
必要に応じて“異動情報／食事オーダーから作成”を押下して再取り込みを行って下さい。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“異動情報／食事オーダーから作

成“を押下します。 

例）食事オーダーにて、11 日の朝食を欠食としている場合 

 

 

 

11 日の“療養食加算（朝）”が 

除外されて取り込まれます。 


